




1. これまでの食の災害支援の取り組み
わたしたちは、災害時における食の支援活動として、これまで被災地での炊き出し
や食品配布等を行ってきました。
東日本大震災では、延べ 170便以上のトラック輸送により、被災地の避難所や児
童養護施設、高齢者施設、ホテル、現地のNPOなどへ食品を提供しました。
このような食の災害支援をいっそう広げるために、さらなる作業の効率化や、他団
体との連携の拡大と強化が必要であると考えています。

2. 食の災害支援をより効率的で確実にするために
タイムラインとは、台風の接近時など災害の予兆段階の事前防災行動を決めて、関
係者があらかじめ合意しておくものです。特に、「誰が」「いつ」「何を」するのかと
いった対応を明確にすることにより、避難や備えを効率的で確実にすることが期待
できます。
わたしたちは、この手法を食の災害支援に応用し、「食の災害支援タイムライン」を
作成することとしました。予兆期には災害に備えて関係団体が連絡を取り合うこと
や、災害発生直後から迅速に支援活動を開始することを目指します。さらに中長期
にわたっての支援活動の継続に役立てることを想定しています。
また、食の災害支援タイムラインは、ただ効率的な支援活動を支えるだけではあり
ません。関係団体がタイムラインの作成プロセスで築き上げた連帯感と信頼関係は
災害時の支援の現場で何よりも強い力となります。

3. 熊本の支援を形に
本年 4月から、熊本県内の防災や食の支援のプロフェッショナルと協働して、食の
災害支援タイムラインの作成に取り組んでいます。図に示したような災害のステー
ジを設定して、それぞれの段階で誰がどのような行動を行うか意見を出し合い取り
まとめました。
また、これまでに、同様の取り組みを九州地方・中国地方の 7県で進めています。
さらに、災害時の食の支援活動がより確かで強いものとなることを目指しています。
熊本から、九州地方・中国地方へ、そして全国へと、このタイムラインを通して、
食の災害支援の輪を広げようと考えています。
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